
12
月
5
日
（
日

11
時

〜
12
時
30
分
）
練
馬
区
立

高
松
小
学
校
体
育
館
に
て
、

『
白
石
け
い
子
の
区
政
報

告
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
高
松
地
域
を
は
じ

め
、
練
馬
区
内
か
ら
多
く

の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。

参
加
者
数

132
名
。
ゲ

ス
ト
に
は
、
参
議
院
議
員
・

現
法
務
副
大
臣

小
川
敏

夫
、
衆
議
院
議
員
第
9
区

木
内
孝
胤
、
第
10
区
江
端

貴
子
、
そ
し
て
吉
田
公
一
、

川
島
智
太
郎
の
各
氏
を
は

じ
め
、
東
京
都
議
会
議
員

は
、
野
上
ゆ
き
え
、
中
谷

祐
二
、
あ
さ
の
克
彦
各
氏

の
参
加
と
応
援
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
１
部

【
練
馬
区
政
の
現
状
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

用
し
、
練
馬
区
の
現
状
の

数
字
を
報
告
。
財
政
規
模

は
、
安
定
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
、
国
や
都
、
特
別

区
か
ら
の
交
付
金
と
い
う
仕

組
み
で
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
。
そ
し
て
、
現
状
の
課

題
と
し
て
、
保
育
待
機
児
数

千
九
名
・
特
養
待
機
者
数

現
在
三
千
人
・
不
登
校
数

全
国
上
位
・
自
殺
者
数
が

二
桁
数
を
切
ら
な
い
状
況

を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て

い
く
こ
と
が
、
生
活
に
密

着
し
た
区
政
の
責
務
で
は

な
い
か
…
…
。

第
２
部

【
皆
様
か
ら
の
「
声
」
を
】

そ
の
た
め
に
も
、
地
域

を
主
体
と
し
た
施
策
が
重

要
に
な
る
こ
と
を
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー

と
し
て
、
以
前
、
ぽ
か
ぽ

か
の
委
託
事
業
「
い
き
が

い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら

稲
葉
良
子
さ
ん
、
練
馬
区

有
償
移
動
サ
ー
ビ
ス
連
絡

会
代
表
・
伊
藤
絵
利
子
さ

ん
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
音
楽
工

房
の
あ
代
表

長
島
潤
さ

ん
の
歌
な
ど
。
和
や
か
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

平
成
23
年
3
月
13
日
に

も
同
様
の
「
区
政
報
告
会

パ
ー
ト
Ⅱ
」
を
開
催
を

い
た
し
ま
す
。

そ
の
際
に
も
、
お
気
軽

に
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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白
石
け
い
子
の

区
政
報
告
会

速
報

今
後
の
活
動
予
定

11
月
29
日
〜
12
月
15
日

第
４
回
定
例
議
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

平
成
23
年
2
月
5
日

〜
3
月
11
日

『
第
1
回
定
例
議
会

ー
平
成
23
年
度
予
算

審
議
を
中
心
に
ー
』

１
月
中
旬

国
交
省
担
当
政
務
官

を
囲
み

障
害
者
・
高
齢
者
の
『
移

動
の
権
利
と
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
を
考
え
る
』

3
月
13
日
（
日
）
11
時
〜

『
白
石
け
い
子
の

区
政
報
告
会

パ
ー
ト

Ⅱ
』

高
松
小
学
校

体
育
館
に
て

参
加
費

500
円

4
月
10
日東

京
都
知
事
選
挙

4
月
24
日

全
国
統
一
地
方
選
挙

【
写
真
】

高
松
小
体
育
館
に
百
人
以
上

の
参
集
を
い
た
だ
き
、
盛
況

な
報
告
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。



今
定
例
会
に
お
い
て
、
私
か
ら

は
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
一

般
質
問
項
目
を
区
長
に
質
し
て

い
き
ま
し
た
。

ー
「
成
年
後
見
制
度
」

の
活
性
を
ー

平
成
12
年
４
月
に
新
設
さ
れ

た
成
年
後
見
人
制
度
は
、
介
護

保
険
制
度
と
共
に
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
る
「
車
の
両
輪
」
と

呼
ば
れ
、
例
え
ば
、
利
用
者
本

人
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
内

容
を
吟
味
す
る
判
断
能
力
が
な

い
場
合
に
備
え
る
も
の
で
、
そ

の
普
及
・
定
着
は
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
言
え
る
。

練
馬
区
で
も
、
平
成
17
年
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
『
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト

ね
り
ま
』
を
設
置
し
、
以
来
、

相
談
さ
れ
る
方
は
、
知
的
障
害

や
高
次
脳
機
能
な
ど
の
身
体
障

害
者
と
そ
の
親
族
、
配
偶
者
に

先
立
た
れ
た
高
齢
者
な
ど
多
岐

に
渡
り
、
平
成
21
年
度
に
は
相

談
件
数
が
延
べ
六
千
百
九
十
二

件
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
生
活
に
関
わ

る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
す
る
意
味
で
も
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
高
齢
化

や
核
家
族
化
で
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
単
身
、
あ
る
い
は

親
族
が
高
齢
で
後
見
人
に
な
れ

な
い
障
害
者
が
増
え
る
中
、
練

馬
区
と
し
て
も
積
極
的
な
制
度

周
知
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

品
川
区
で
は
、
す
で
に
平
成

７
年
度
か
ら
、
庁
内
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
長
年
の
経
験
を

も
と
に
『
あ
ん
し
ん
サ
ー
ビ
ス
』

を
開
始
、
高
齢
者
が
元
気
な
う

ち
に
制
度
の
趣
旨
を
お
知
ら
せ

し
て
任
意
後
見
を
勧
め
る
と
共

に
、
法
定
後
見
へ
の
移
行
も
円

滑
に
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い

る
。そ

こ
で
、
練
馬
区
に
お
い
て

は
、
区
民
か
ら
の
相
談
ケ
ー
ス

の
み
な
ら
ず
、
行
政
と
区
民
の

間
の
権
利
関
係
が
生
じ
う
る
様
々

な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
こ
の

制
度
を
円
滑
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
全
部
署
で
認
識
を
深
め
る

連
携
体
制
が
近
々
の
課
題
と
し

て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
最
近
、
裁
判
所
に

よ
る
法
定
後
見
で
、
利
害
関
係

人
で
あ
る
親
族
の
一
人
を
選
任

せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
専
門
知
識

を
有
す
る
受
任
者
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の

需
要
増
に
備
え
る
意
味
で
も
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
だ
け

を
主
力
と
し
た
ま
ま
で
は
、
需

要
に
応
え
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

を
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
行
政
書
士
や

市
民
後
見
人
を
活
用
し
て
い
く

た
め
に
も
、
受
任
者
が
負
担
す

る
事
務
費
用
へ
の
助
成
制
度
を

確
立
し
、
成
年
後
見
人
制
度
の

申
立
権
を
有
す
る
一
時
負
担
制

度
の
創
設
を
国
な
ど
に
呼
び
か

け
る
な
ど
、
円
滑
な
制
度
運
用

を
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

【
区
の
答
弁
】

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
区
が
対

応
す
る
事
案
に
は
、
制
度
活
用

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
の

整
理
に
寄
与
し
う
る
こ
と
は
承

知
。
今
後
制
度
の
内
容
を
、
全

庁
的
に
周
知
し
、
認
識
の
共
有

化
を
図
る
と
と
も
に
、
業
務
に

お
い
て
活
用
で
き
る
よ
う
精
査

を
行
い
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
、

国
な
ど
に
も
働
き
か
け
て
い
く
。

ー
『
い
の
ち
の
授
業
』

に
助
産
師
活
用
を
ー

平
成
4
年
12
月
、
厚
生
労
働

省
が
『
健
や
か
親
子
21
』
で
21

世
紀
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

し
て
示
し
た
小
中
学
校
に
お
け

る
「
性
教
育
」
に
つ
い
て
は
、

練
馬
区
教
育
委
員
会
の
年
間
計

画
に
も
盛
り
込
ま
れ
、
現
在
、

主
に
養
護
教
諭
・
担
任
教
諭
が

担
当
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

医
療
学
会
で
は
、
「
い
つ
?
」

「
誰
が
?
」
「
ど
の
よ
う
に
?
」

こ
れ
を
教
育
す
る
の
が
望
ま
し

い
か
を
検
討
す
る
中
で
、
助
産

師
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

助
産
師
と
言
え
ば
、
練
馬
区

の
新
生
児
訪
問
指
導
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」
に

29
名
の
指
導
員
登
録
か
ら
、
訪

問
率
が
平
成
20
年
度
69
％
か
ら

21
年
度
に
は
89.5
％
に
高
ま
る
な

ど
、
区
政
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

助
産
師
と
は
、
出
産
現
場
を

取
り
仕
切
る
こ
と
が
で
き
る
周

産
期
に
関
わ
る
専
門
職
で
あ
り
、

生
命
尊
重
を
基
盤
に
し
た
職
業

倫
理
と
専
門
職
能
を
も
有
し
て

お
り
、
「
男
女
の
身
体
の
違
い
」

「
い
の
ち
の
誕
生
の
神
秘
」

「
性
感
染
症
の
予
防
」
、
さ
ら

に
は
、
自
分
が
望
ま
れ
て
産
ま

れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
他
人
を
大
切
に
で
き
る
こ
と

を
伝
え
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
い

の
ち
の
教
育
」
を
担
う
に
相
応

し
い
人
材
で
は
な
い
か
。

練
馬
区
と
し
て
も
、
助
産
師

と
協
力
し
、
統
一
教
材
を
使
用

し
全
小
中
学
校
に
向
け
た
『
い

の
ち
の
授
業
』
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
。

【
区
の
答
弁
】

練
馬
区
で
も
重
視
し
て
い
る
内

容
で
あ
り
、
す
で
に
中
学
校
で

も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。教

育
委
員
会
と
し
て
も
助
産

師
の
協
力
に
よ
る
実
践
事
例
を

紹
介
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
充
実

に
向
け
て
指
導
し
て
い
く
。

区
長
に
訊
く

一
般
質
問
よ
り

【
後
記
】
「
白
石
け
い
子
区
政

レ
ポ
ー
ト
」
第
12
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
第
16
期
最
後
の
年
の
瀬
と

な
り
ま
す
。
寒
い
季
節
、
健
康

に
ご
留
意
さ
れ
ま
し
て
よ
い
お

年
を
お
迎
え
下
さ
い
。


